
対象 選書者 英語版の展示

・ コーリン・ロウ『コーリン・ロウ建築論選集　マニエリスムと近代建築』（伊東豊雄、松永安光共訳）彰国社、1981年 藤井由理（建築計画）

・ マリオ・カルポ『アルファベットそしてアルゴリズム表記法による建築─ルネサンスからデジタル革命へ』（美濃部幸郎訳）鹿島 隈研吾 ★

・ パウル・クレー『造形思考』（土方定一ほか訳）筑摩書房、2016年 王 薪鵬（建築デザイン）

・ 三浦雅士『身体の零度何が近代を成立させたか』講談社、1994年 鵜飼真成（建築環境工学）

・ レイチェル・カーソン『センス・オブ・ワンダー』（上遠恵子訳）新潮社、1996年 矢口哲也（都市計画） ★

・
マッシス・レヴィ、マリオ・サルバドリー『建物が壊れる理由構造の崩壊その真相にせまる』（望月重、槇谷栄次共訳）建築技

術、1995年
早部安弘（建築構造）

・ レム・コールハース『錯乱のニューヨーク』（鈴木圭介訳）筑摩書房、1999年 小林恵吾（建築計画）

・ いしいしんじ『遠い足の話』新潮社、2010年 宮本佳明（建築計画）

・
フィリップ・モリソン、フィリス・モリソン、チャールズおよびレイ・イームズ 事務所共編著

『POWERS OF TEN 宇宙・人間・素粒子をめぐる大きさの旅』日経サイエンス社、1983年
後藤春彦（都市計画）

・ J.E.ゴードン『構造の世界─なぜ物体は崩れ落ちないでいられるか』（石川廣三訳）丸善、1991年 吉中進（建築構造）

・ 武田重昭、佐久間康富ほか『小さな空間から都市をプランニングする』学芸出版社、2019年 吉江俊（都市論・都市計画論）

・ 今井兼次『建築とヒューマニティ』早稲田大学出版部、1954年 小岩正樹（建築史）

・ 日埜直彦『日本近現代建築の歴史 明治維新から現代まで』講談社、2021年 藤井由理（建築計画）

・ レム・コールハース『S.M.L.XL＋現代都市をめぐるエッセイ』（太田佳代子、渡辺佐智江共訳）ちくま学芸文庫、2015年 隈研吾

・ 今和次郎『考現学入門』筑摩書房、1987年 王 薪鵬（建築デザイン）

・ 吉村昭『高熱隧道』新潮社、1967年 鵜飼真成（建築環境工学）

・ ドンリン・リンドン、チャールズ・ムーア『記憶に残る場所』（有岡孝訳）鹿島出版会、2009年（ 新装版 ） 矢口哲也（都市計画）

・ 小澤雄樹『20世紀を築いた構造家たち』オーム社、2014年 早部安弘（建築構造）

・
クリストファー・アレグザンダー、サラ・イシカワほか『パタン・ランゲージ 環境設計の手引』（平田翰那訳）鹿島出版会、

1984年
小林恵吾（建築計画）

・ 『ヨーロッパ建築案内ギリシャから現代まで名作330選』東京大学建築学科 香山研究室工業調査会、1979年 宮本佳明（建築計画）

・ 奥野健男『文学における原風景─原っぱ・洞窟の幻想─』集英社、1989年 後藤春彦（都市計画）

・ 川口衛、松谷宥彦、阿部優、川崎一雄『建築構造のしくみ─力の流れとかたち（建築の絵本）』彰国社、1990年 吉中進（建築構造）

・ ヤン・ゲール、ビアギッテ・スヴァア『パブリックライフ学入門』（鈴木俊治ほか訳）鹿島出版会、2016年 吉江俊（都市論・都市計画論） ★

・ 井上靖『天平の甍』新潮社、1957年 小岩正樹（建築史）

・ イタロ・カルビーノ『マルコ・ポーロの見えない都市』（米川良夫訳）河出書房新社、2000年（新装版） 藤井由理（建築計画） ★（英語版のみ）

・ 村上春樹『ねじまき鳥クロニクル』新潮社、1994年 隈研吾

・ ロラン・バルト『表徴の帝国』（宗左近訳）筑摩書房、1996年 王 薪鵬（建築デザイン） ★

・ キャサリン・サンソム『東京に暮らす1928-1936』（大久保美春訳）岩波書店、1994年 鵜飼真成（建築環境工学）

・ レイモンド・カーヴァー『大聖堂』（村上春樹訳）中央公論新社、2007年 矢口哲也（都市計画） ★

・ アイン・ランド『水源』（藤森かよこ訳）ビジネス社、2004年 小林恵吾（建築計画） ★（英語版のみ）

・ 宮本佳明『環境ノイズを読み、風景をつくる。』彰国社、2007年 宮本佳明（建築計画）

・ 吉村昭『関東大震災』文春文庫、2004年（新装版） 吉中進（建築構造）

・ ヴァルター・ベンヤミン『パサージュ論』（今村仁司ほか訳）岩波書店、2020年 吉江俊（都市論・都市計画論） ★

・ 村上春樹「納屋を焼く」新潮社、1984年（『螢・納屋を焼く・その他の短編』所収） 小岩正樹（建築史）

英語版の展示

・ 三島由紀夫『金閣寺』新潮文庫、2020年 ★

・ 江戸川乱歩『屋根裏の散歩者 江戸川乱歩ベストセレクション3』角川ホラー文庫、2008年

・ 幸田露伴『五重塔』岩波文庫、1994年

・ 青木淳悟『このあいだ東京でね』新潮社、2009年

・ 小川洋子『ブラフマンの埋葬』講談社文庫、2007年

・ 柴崎友香『千の扉』中公文庫、2020年

・ 梨木香歩『家守綺譚』新潮文庫、2006年

・ 松家仁之『火山のふもとで』新潮社、2012年

・ 村田沙耶香『しろいろの街の、その骨の体温の』朝日新聞出版、2015年

・ 泉鏡花『日本橋』岩波書店、1953年

・ 山崎ナオコーラ『偽姉妹』中央公論新社、2018年

・ 夏目漱石『門』集英社、2013年 ★

・ 安部公房『燃えつきた地図（改版）』新潮社、1980年

・ 樋口一葉『樋口一葉　小説集』筑摩書房、2005年

一般向け

◆ 建築のなかの文学

早稲田大学国際文学館　2021.11

企画展

建築のなかの文学、文学のなかの建築

～　選書リスト　～

会期：2021年10月1日（土）－2022年2月4日（金）

書籍名

◆ 文学のなかの建築
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